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令和６年第３回砂川市議会定例会

令和６年９月１２日（木曜日）第４号

〇議事日程

開議宣告

日程第 １ 議案第 ７号 砂川市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについ

て

日程第 ２ 議案第 ８号 砂川市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め

ることについて

日程第 ３ 議案第 ９号 令和５年度砂川市一般会計決算の認定を求めることについて

議案第１０号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計決算の認定を求める

ことについて

議案第１１号 令和５年度砂川市介護保険特別会計決算の認定を求めること

について

議案第１２号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計決算の認定を求め

ることについて

議案第１３号 令和５年度砂川市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定

を求めることについて

議案第１４号 令和５年度砂川市病院事業会計利益の処分及び決算の認定を

求めることについて

日程第 ４ 報告第 １号 令和５年度砂川市健全化判断比率の報告について

日程第 ５ 報告第 ２号 令和５年度砂川市下水道事業の資金不足比率の報告について

報告第 ３号 令和５年度砂川市病院事業の資金不足比率の報告について

日程第 ６ 報告第 ４号 監査報告

報告第 ５号 例月出納検査報告

日程第 ７ 意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施

策の充実・強化を求める意見書について

意見案第２号 道教委「これからの高校づくりに関する指針（改定版）」を

見直しすべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を

求める意見書について

意見案第３号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書について

閉会宣告

〇本日の会議に付した事件

日程第 １ 議案第 ７号 砂川市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについ



－88－

て

日程第 ２ 議案第 ８号 砂川市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め

ることについて

日程第 ３ 議案第 ９号 令和５年度砂川市一般会計決算の認定を求めることについて

議案第１０号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計決算の認定を求める

ことについて

議案第１１号 令和５年度砂川市介護保険特別会計決算の認定を求めること

について

議案第１２号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計決算の認定を求め

ることについて

議案第１３号 令和５年度砂川市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定

を求めることについて

議案第１４号 令和５年度砂川市病院事業会計利益の処分及び決算の認定を

求めることについて

日程第 ４ 報告第 １号 令和５年度砂川市健全化判断比率の報告について

日程第 ５ 報告第 ２号 令和５年度砂川市下水道事業の資金不足比率の報告について

報告第 ３号 令和５年度砂川市病院事業の資金不足比率の報告について

日程第 ６ 報告第 ４号 監査報告

報告第 ５号 例月出納検査報告

日程第 ７ 意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施

策の充実・強化を求める意見書について

意見案第２号 道教委「これからの高校づくりに関する指針（改定版）」を

見直しすべての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を

求める意見書について

意見案第３号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書について

〇出席議員（１３名）

議 長 多比良 和 伸 君 副議長 小 黒 弘 君

議 員 是 枝 貴 裕 君 議 員 石 田 健 太 君

伊 藤 俊 喜 君 山 下 克 己 君

高 田 浩 子 君 鈴 木 伸 之 君

中 道 博 武 君 水 島 美喜子 君

沢 田 広 志 君 武 田 真 君

辻 勲 君
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〇欠席議員（０名）

〇 議 会 出 席 者 報 告 〇

１．本議会に説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

砂 川 市 長 飯 澤 明 彦

砂川市教育委員会教育長 髙 橋 豊

砂 川 市 監 査 委 員 中 村 一 久

砂川市選挙管理委員会委員長 千 葉 美 由 紀

砂 川 市 農 業 委 員 会 会 長 関 尾 一 史

２．砂川市長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

副 市 長 井 上 守

病 院 事 業 管 理 者 平 林 髙 之

総 務 部 長
板 垣 喬 博

兼 会 計 管 理 者

総 務 部 審 議 監 安 原 雄 二

市 民 部 長 堀 田 一 茂

保 健 福 祉 部 長 安 田 貢

経 済 部 長 野 田 勉

経 済 部 審 議 監 畠 山 秀 樹

建 設 部 長 斉 藤 隆 史

病 院 事 務 局 長 朝 日 紀 博

病 院 事 務 局 次 長 為 国 泰 朗

総 務 課 長 岩 間 賢 一 郎

政 策 調 整 課 長 三 橋 真 樹

３．砂川市教育委員会教育長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

教 育 次 長 東 正 人

指 導 参 事 堤 雅 宏

教 育 委 員 会 技 監 徳 永 敏 宏

４．砂川市監査委員の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

監 査 事 務 局 長 川 端 幸 人

５．砂川市選挙管理委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

選挙管理委員会事務局長 板 垣 喬 博

６．砂川市農業委員会会長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

農 業 委 員 会 事 務 局 長 野 田 勉

７．本議会の事務に従事する者は次のとおりである。
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事 務 局 長 為 国 修 一

事 務 局 次 長 安 武 浩 美

事 務 局 係 長 野 荒 邦 広

事 務 局 係 長 佐 々 木 健 児
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開議 午前１０時００分

◎開議宣告

〇議長 多比良和伸君 ただいまから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 議案第７号 砂川市教育委員会委員の任命につき同意を求めること

について

〇議長 多比良和伸君 日程第１、議案第７号 砂川市教育委員会委員の任命につき同意

を求めることについてを議題とします。

提案者の説明を求めます。

市長。

〇市長 飯澤明彦君 （登壇） おはようございます。ただいま上程をいただきました

砂川市教育委員会委員の任命についての同意を求める案件でございますけれども、現委員

でございます皆上嘉代氏は令和６年９月３０日をもって任期が満了となりますので、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づきまして次の者を任命し

たいと存じます。

引き続き皆上嘉代氏にお願いしたいと存じますので、よろしくお願いをいたします。

なお、履歴につきましては裏面に記載のとおりでございますので、よろしくご審議の上、

ご同意をお願いいたしたいと思います。

〇議長 多比良和伸君 以上で提案説明を終わります。

これより議案第７号の質疑、討論を省略し、直ちに採決します。

本案を、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、本案は同意することに決定しました。

◎日程第２ 議案第８号 砂川市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意

を求めることについて

〇議長 多比良和伸君 日程第２、議案第８号 砂川市固定資産評価審査委員会委員の選

任につき同意を求めることについてを議題とします。

提案者の説明を求めます。

市長。

〇市長 飯澤明彦君 （登壇） ただいま上程をいただきました砂川市固定資産評価審査

委員会委員の選任についての同意を求める案件でございますが、現委員でございます猪本

秀幸氏は令和６年９月３０日をもって任期が満了となりますので、地方税法第４２３条第
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３項の規定に基づきまして次の者を選任したいと存じます。

引き続き猪本秀幸氏にお願いしたいと存じますので、よろしくお願いをいたします。

なお、履歴につきましては裏面に記載のとおりでございますので、よろしくご審議の上、

ご同意をお願いいたしたいと存じます。

〇議長 多比良和伸君 以上で提案説明を終わります。

これより議案第８号の質疑、討論を省略し、直ちに採決します。

本案を、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、本案は同意することに決定しました。

◎日程第３ 議案第 ９号 令和５年度砂川市一般会計決算の認定を求めること

について

議案第１０号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計決算の認定

を求めることについて

議案第１１号 令和５年度砂川市介護保険特別会計決算の認定を求

めることについて

議案第１２号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計決算の認

定を求めることについて

議案第１３号 令和５年度砂川市下水道事業会計利益の処分及び決

算の認定を求めることについて

議案第１４号 令和５年度砂川市病院事業会計利益の処分及び決算

の認定を求めることについて

〇議長 多比良和伸君 日程第３、議案第９号 令和５年度砂川市一般会計決算の認定を

求めることについて、議案第１０号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計決算の認定

を求めることについて、議案第１１号 令和５年度砂川市介護保険特別会計決算の認定を

求めることについて、議案第１２号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計決算の認

定を求めることについて、議案第１３号 令和５年度砂川市下水道事業会計利益の処分及

び決算の認定を求めることについて、議案第１４号 令和５年度砂川市病院事業会計利益

の処分及び決算の認定を求めることについての６件を一括議題とします。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 板垣喬博君 （登壇） 私からは議案第９号 令和５年度砂川市一般会計決

算の認定を求めることについてご説明を申し上げます。

令和５年度各会計歳入歳出決算書の３ページをお開きいただきたいと存じます。初めに、

決算の概要についてご説明を申し上げます。令和５年度の砂川市の当初予算につきまして
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は、４月に統一地方選挙が行われたことから、人件費、扶助費、公債費などの義務的な経

費に加え、国、道などの制度的経費や継続事業を中心とした骨格予算として編成を行った

ところであります。６月にはいわゆる肉づけ予算として、子育てへの支援や環境の充実を

図るため、医療費無料化や給食費無償化の実施、物価高騰対策として特別給付金の支給事

業、また、まちなかにぎわい創出に向けた駅前地区整備工事への着手及び義務教育学校開

設に向けた準備など、第７期総合計画で掲げた自然に笑顔があふれ、明るい未来をひらく

まちの着実な推進を図るべく予算編成を行い、６月補正予算後の一般会計総額は前年度当

初予算より５．１％増の１３８億３，７５２万９，０００円とし、その後地方創生臨時交

付金を活用した子育て支援対策や経済対策等を実施するに当たり、計１０回の補正を行い、

最終予算は１５６億５，３６４万５，０００円となったところであります。決算において

は、地方交付税や国からの各種交付金の合計が当初予算比で増額となったことなどによっ

て財政調整基金を切り崩すことなく翌年度への繰越金も確保され、最終的には地方債残高

を減らすことができたなど、令和５年度の財政運営を良好に進めることができたものと考

えております。

一般会計の歳入決算総額につきましては１５８億６，５０２万８，３９９円、執行率１

０１．２％で、前年度に比べ３億９，６８３万９８４円、２．４％の減となり、うち自主

財源は全体の３７．３％、依存財源は６２．７％となったところであります。歳入の主な

ものとして、市税につきましては給与所得の増などに伴う個人市民税の増や、企業の設備

投資拡大に伴う固定資産税の増などによって、昨年度より６，２０６万７，０７７円増の

２０億９，５８３万４，７６１円となったところであります。地方交付税につきましては、

普通交付税、特別交付税合わせて５７億６，５５５万２，０００円となり、昨年度に比べ

８，４６２万３，０００円の増となったところであります。財産収入につきましては、民

間企業や個人に対し市所有の土地や建物を売却したことによる不動産売払収入の増により、

昨年度より１億２，２００万４１８円増の２億６０５万７，７１１円となったところであ

ります。

また、歳出決算総額につきましては１５０億９，５０２万４，３７０円、執行率９６．

３％で、前年度に比べ６億２１４万１，３６０円、３．８％の減となったところでありま

す。歳出の主なものとして、駅前地区整備における実施設計や用地買収、建設工事に伴い

事業費１，１０１万８，４８３円を支出し、令和７年度の供用開始に向け、計画的に事業

を進めているところであります。義務教育学校建設における基本実施設計につきましては、

令和４年度から令和６年度までの３か年事業として引き続き実施し、令和５年度において

は２億８２２万円を支出し、令和８年度の開校に向け、計画的に事業を進めているところ

であります。物価高騰、地域経済に対して支援する地方創生臨時交付金４億１，６３８万

３，３４１円を原資とし、各種給付金支援事業として４億２，４４０万５，３９４円を支

出し、地域の実情に応じたきめ細やかな生活支援や物価高騰への負担軽減を行うことがで
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きました。また、ふるさと応援寄附金を原資とし、まちづくり事業基金や社会福祉事業振

興基金を活用し、医療費無料化をはじめとした子ども・子育て事業や市内の公園、各種公

共施設の整備等の事業を実施したところであります。これら予算執行に伴う歳入歳出差引

き額につきましては、７億７，０００万４，０２９円の剰余金を生じる決算となったとこ

ろであります。

４ページをお開きいただきたいと存じます。自主財源及び依存財源の主な内訳は記載の

とおりでありますが、３２２ページに決算の財源推移として資料を添付しておりますので、

後ほどご高覧をいただきたいと存じます。

次に、歳入決算額の対前年度比較でありますが、利子割交付金から市債まで主な増減理

由を付して記載しておりますので、内容につきましては説明を省略させていただきますが、

全体的に申し上げますと民生費国庫補助金などの国庫支出金の減、庁舎整備基金繰入金の

皆減に伴う繰入金の減、繰越金の減となったところであり、先ほどご説明した個人市民税

及び固定資産税などの市税の増、地方交付税の増、土地売払収入などの財産収入の増のほ

か、地方特例交付金の増、諸収入の増、市債の増などがありますが、歳入総額では前年度

と比較して３億９，６８３万９８４円の減となったところであります。

５ページを御覧いただきたいと存じます。次に、歳出決算額の対前年度比較、性質別で

ありますが、人件費から普通建設事業費まで主な増減理由を付して記載しておりますので、

内容につきましては説明を省略させていただきますが、全体的に申し上げますと人件費の

減、委託料などの物件費の減、補助費等の減、積立金及び普通建設事業費の減などとなっ

たところであり、扶助費の増、公債費の増などがありますが、歳出総額では前年度と比較

して６億２１４万１，３６０円の減となったところであります。なお、３２３ページに歳

出性質別決算の推移として資料を添付しておりますので、後ほどご高覧をいただきたいと

存じます。

次に、５ページの下段になります。主な財政分析指標の推移でありますが、初めに経常

収支比率でありますが、毎年度経常的に収入され、かつその使途が制限されない市税、地

方譲与税、普通交付税などの一般財源が経常的に支出する人件費、物件費、公債費などの

経費にどの程度充当されているかを示したものであり、この率が高いほど財政の弾力性が

乏しいことになり、５年度は４年度と比較して１．７ポイント増の８４．８％となったと

ころであります。

次に、財政力指数でありますが、普通交付税算定における基準財政需要額に対する基準

財政収入額の割合の３か年の平均値を示したものであり、この率が１００％に近いほど普

通交付税の交付率が低く、普通交付税算定上の留保財源が多いことになり、財源に余裕が

あるということになりますが、５年度は４年度と比較して０．８ポイント減の２９．３％

となったところであります。

次に、実質公債費比率でありますが、一般会計等が負担する元利償還金、準元利償還金
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の標準財政規模に対する割合の３か年の平均値であり、地方債など借入金の返済額及びこ

れに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標として用いられ、財政健全

化法により早期健全化基準が定められておりますが、５年度は４年度と比較して０．７ポ

イント増の６．２％となったところであります。

次に、将来負担比率でありますが、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財

政規模に対する比率であり、一般会計等の地方債などの借入金や公営企業、組合、設立法

人等に対して将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財

政を圧迫する可能性の度合いを示す指標として用いられ、財政健全化法により早期健全化

基準が定められておりますが、５年度は４年度と比較して１４．５ポイント減の３３．６

％となったところであります。

以上、令和５年度一般会計決算の概要について申し上げましたが、６ページから１４ペ

ージには一般会計歳入歳出決算書、１５ページから１８ページには一般会計歳入歳出款別

決算内訳書、１９ページから３１８ページには予算書に基づく一般会計歳入歳出決算事項

別明細書、３１９ページには実質収支に関する調書、３２０ページから３３５ページには

各表に基づく一般会計決算説明書、４９９ページから５０５ページには財産に関する調書

を添付しておりますので、ご高覧をいただき、よろしくご審議を賜りますようお願い申し

上げます。

〇議長 多比良和伸君 市民部長。

〇市民部長 堀田一茂君 （登壇） 私から議案第１０号、議案第１２号についてご説明

申し上げます。

初めに、議案第１０号 令和５年度砂川市国民健康保険特別会計決算の認定を求めるこ

とについてご説明いたします。

決算書の３３６ページを御覧願います。決算の概要でありますが、初めに一般概要につ

いてご説明いたします。平成３０年度から都道府県が財政運営の主体となり、市町村は国

民健康保険事業費納付金を都道府県に納付し、都道府県が保険給付費を負担する制度に変

更となりましたが、令和５年度の財政運営は財政健全化に対処することを基本として保険

税の税率を据え置いて運営したところであります。主な給付状況では、療養給付費で１１

億９，２３２万８，８０６円、高額療養費で２億１，７８６万７１８円となり、保険給付

費全体では前年度に比べ５．１％の増となったところであります。なお、歳入総額１９億

７，２８２万３，４７９円に対し、歳出総額１９億５，７６８万４１７円となり、差引き

１，５１４万３，０６２円を翌年度に繰り越したところであります。

歳入につきましては、保険税は２億１，５５２万７，９３６円で、前年度に比べ２６０

万４３８円の増となり、現年度分収入率は９７．８３％で、前年度に比べ０．２ポイント

の増となったところであります。歳入総額に対する構成比は１０．９％となり、前年度に

比べ０．３ポイントの減となっており、１世帯当たりの納税額は１０万３，４１１円とな
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ったところであります。道支出金は１５億６，３４８万２９７円、構成比は７９．３％、

一般会計繰入金は１億６，５１７万３，５６４円で、前年度に比べ１９５万６，８８４円

の減で、構成比８．４％、その他繰越金２，５９４万１，７９０円、国庫支出金８万２，

０００円、財産収入９４万９，４８０円と諸収入１６６万８，４１２円を加えた歳入総額

は１９億７，２８２万３，４７９円となり、前年度決算額と比較して６，５８２万８，５

４８円の増となったところであります。

歳出につきましては、総務費は５，１４５万３，９０１円、保険給付費は１４億２，８

２１万７，０７８円で、前年度に比べ７，７１９万１，７９８円の増となり、構成比が７

２．９％と最も高く、国民健康保険事業費納付金は４億２，２４３万３，０００円、構成

比２１．６％、保健事業費２，１５７万８，６７２円、基金積立金３，０８２万６，４８

０円に諸支出金等を加えた歳出総額は１９億５，７６８万４１７円となり、前年度決算額

と比較して７，６６２万７，２７６円の増となったところであります。

なお、３３７ページ以降は決算書、款別決算内訳書、決算事項別明細書及び実質収支に

関する調書のほか、３９７ページには関連調書を添付しておりますので、ご高覧いただき、

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１２号 令和５年度砂川市後期高齢者医療特別会計決算の認定を求

めることについてご説明いたします。

決算書の４６３ページを御覧願います。決算の概要でありますが、初めに一般概要につ

いてご説明いたします。令和５年度の財政運営は、後期高齢者医療制度を円滑に実施する

ことを基本として運営に当たり、歳入総額６億４，７３５万７，３３７円に対し、歳出総

額は６億４，７３１万１，７３７円となり、差引き４万５，６００円を翌年度に繰り越し

たところであります。

歳入につきましては、後期高齢者医療保険料２億３，４０３万３，２００円で、現年度

分の収入率は１００％で、前年度に比べ０．０１ポイントの増となり、歳入総額に対する

構成比は３６．１％となったところであります。なお、還付未済となった保険料４２万９，

３００円は翌年度に還付するものであります。また、一般会計繰入金は４億１，１５９万

９１１円で、構成比６３．６％、その他、繰越金１７万１００円、後期高齢者医療広域連

合支出金５０万２，８２６円と諸収入１０６万３００円を加えた歳入総額は６億４，７３

５万７，３３７円となり、前年度決算額と比較して１，１０８万４，６３９円の減となっ

たところであります。

歳出につきましては、総務費２４１万２，９３６円、後期高齢者医療広域連合納付金の

うち療養給付費は２億９，７９２万２，２０９円で、前年度に比べ９９８万２，３７６円、

３．２％の減となり、事務費分９７７万５，０００円、保険料分２億３，４１５万７，７

００円、保険基盤安定分８，７８８万９，４１７円を加えた総額は６億２，９７４万４，

３２６円となり、前年度に比べ８９５万１，４６９円の減となったところであります。そ
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の他、保健事業費１，４４８万６，１７５円及び諸支出金６６万８，３００円を加えた歳

出総額は６億４，７３１万１，７３７円となり、前年度決算額と比較して１，０９６万１

３９円の減となったところであります。

なお、４６４ページ以降は決算書、款別決算内訳書、決算事項別明細書及び実質収支に

関する調書のほか、４９８ページには関連調書を添付しておりますので、ご高覧いただき、

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 保健福祉部長。

〇保健福祉部長 安田 貢君 （登壇） 議案第１１号 令和５年度砂川市介護保険特別

会計決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。

決算書の３９８ページをお開き願います。決算の概要でありますが、初めに一般概要に

ついてご説明申し上げます。令和５年度の財政運営は、介護保険事業を円滑に実施するこ

とを基本として運営に当たり、歳入総額１９億１，９７６万５，２５９円で、歳出総額は

１８億７，５２９万７，１７１円となり、差引き額は４，４４６万８，０８８円で、その

内訳は国庫負担金等の過交付３，４３８万４，８６７円及び保険料の還付未済等１６万５，

０００円によるもので、これら差引き額９９１万８，２２１円は剰余金として介護給付費

準備基金に積み立てることとしております。なお、過交付または還付未済となったものは、

翌年度において返還または還付するものであります。

歳入につきましては、第１号被保険者保険料は３億２，３４０万２００円で、前年度に

比べ４８３万９，７９１円の減、現年度分収入率は９９．８９％で、前年度に比べ０．０

８ポイントの増となり、歳入総額に対する構成比は１６．９％となったところであります。

また、国庫支出金は５億１，４６３万４８４円、支払基金交付金は４億７，５２１万円、

道支出金は２億８，３９８万３，８１７円、繰入金は２億８，２９１万２，７９１円、繰

越金は３，８６２万７，９６７円、これに分担金及び負担金２０万５，０００円、財産収

入６５万１，０００円、諸収入１４万４，０００円を加えた歳入総額は１９億１，９７６

万５，２５９円となり、前年度決算額と比較して１，４５９万７２円の増となったところ

であります。

歳出につきましては、総務費は２，００１万２，９９７円、保険給付費は１６億９，０

１８万３，７６８円、地域支援事業費は１億２，５１２万８，８４６円、諸支出金は３，

９１１万２，８６０円であり、これに基金積立金６５万８，７００円、公債費２０万円を

加え、歳出総額は１８億７，５２９万７，１７１円となり、前年度決算額と比較して３，

９８５万７，０６７円の増となったところであります。

なお、３９９ページ以降は決算書、款別決算内訳書、決算事項別明細書及び実質収支に

関する調書のほか、４６２ページに関連調書を添付しておりますので、ご高覧いただき、

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 建設部長。
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〇建設部長 斉藤隆史君 （登壇） 議案第１３号 令和５年度砂川市下水道事業会計利

益の処分及び決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。

初めに、利益の処分でありますが、下水道事業会計決算書の１０ページをお開きくださ

い。表の右側になります。令和５年度末における未処分利益剰余金は３億８，４３６万６，

０１７円で、このうち１億７，４７７万１，１５８円につきましては資本金へ組み入れ、

残りの２億９５９万４，８５９円は資本的収入が資本的支出に対し不足する額の補填財源

として充当するため、減債積立金へ処分しようとするものであります。これにつきまして、

決算書の４ページ及び５ページをお開き願います。決算報告書の資本的収入及び支出のう

ち、上段の収入、第１款資本的収入の決算額６，１５０万６，４７３円から下段の支出、

第１款資本的支出の決算額４億１，７０５万４５２円を差し引いた４ページの一番下に記

載しております３億５，５５４万３，９７９円が不足するものであり、この不足する額を

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２３２万２，４２３円、当年度分損益勘

定留保資金１億７，８４５万３９８円及び当年度利益剰余金処分額１億７，４７７万１，

１５８円で補填するものであります。なお、補填後の当年度利益剰余金処分額の残額３，

４８２万３，７０１円につきましては、令和６年度の補填財源とするものであります。

次に、決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。決算書の３１ページの事

業報告書をお開き願います。令和５年度につきましては、地方公営企業法を一部適用して

から５年目となり、経営状況の明確化、適切な施設管理など効率的な事業運営を行い、事

業の健全化に努めてまいりました。業務の状況でありますが、年間有収水量は公共下水道

事業では１３３万１，６９８立方メートルで、前年度末と比較して１万７，５７７立方メ

ートルの減となり、個別排水処理施設事業では２万５，３９９立方メートルで、前年度末

と比較して８７０立方メートルの減となりました。また、建設改良事業につきましては、

北光１号マンホールポンプ改築工事を実施し、令和５年度の総額は６，６６４万２，２４

９円となりました。

次に、収益的収支でありますが、消費税抜きで申し上げますと、収益的収入は７億２，

４１４万１，５８８円、収益的支出は５億１，４５４万６，７２９円となり、収支差引き

で２億９５９万４，８５９円の純利益となりました。

次に、資本的収支でありますが、消費税抜きで申し上げますと、資本的収入は６，１５

０万６，４７３円で、内訳は企業債３，３３０万円、出資金８８６万３，０００円、国庫

補助金１，８１４万円、分担金及び負担金１０９万６，６６０円、その他、資本的収入１

０万６，８１３円であります。資本的支出は４億１，２１８万８，５５８円で、内訳は建

設改良費６，１７８万３５５円、企業債償還金３億５，０４０万８，２０３円であります。

なお、企業債未償還残高は２４億６５８万２，９０５円となりました。

続いて、３２ページをお開き願います。経営の実態を端的に示します経営指標に関する

報告としまして、経営収支比率、経費回収率、有形固定資産減価償却率の過去５年間の推
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移を表したものになります。

なお、３３ページから３８ページまでは関連資料となっておりますので、ご高覧いただ

き、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 （登壇） 議案第１４号 令和５年度砂川市病院事業会計

利益の処分及び決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。

初めに、利益の処分でございますが、病院事業会計決算書の１２ページをお開きいただ

きたいと存じます。令和５年度末における未処理欠損金９３億４，９５９万２，７６３円

で、従前から議会の議決を経て積み立てていた建設改良積立金から２，３８２万９，８０

３円を繰入れしようとするものであります。これは、決算書２２ページの資本的収入及び

支出明細書のうち、建設改良事業に係る収支について、支出の部、１項建設改良費、税込

み７億８９０万６，８０３円から収入の部、１項企業債５億６，９００万円、３項補助金、

１目道補助金６，６００万円、４項出資金、１目一般会計出資金中、ふるさと納税分５，

００７万７，０００円を差し引いた額２，３８２万９，８０３円が不足するものであり、

この不足する額を決算書１５ページ、貸借対照表上、資本の部、７、剰余金、（２）利益

剰余金、イ、建設改良積立金９億１，６２０万３，１７６円からロの当年度未処理欠損金

へ繰り入れ、当年度未処理欠損金の残高を９３億２，５７６万２，９６０円とするもので

あります。なお、この処分につきましては、現金を伴わない非資金の処分であります。

次に、決算の認定を求めることについてご説明申し上げます。決算書の２７ページを御

覧いただきたいと存じます。令和５年度につきましては、新型コロナウイルス感染症の位

置づけが５類感染症になったところですが、引き続き感染症対策を行いながら地域に必要

とされる医療を提供してまいりました。経営面につきましては、新型コロナウイルス感染

症に伴う国や北海道の補助金等により減少分については一定程度補填されたものの、全国

的に感染症流行前までの患者数には戻っておらず、当院においても患者数が減少し、診療

収益は減少となったところであります。一方、費用では、国際情勢の不安定化などの影響

による物価高騰や企業債元利償還金、多額の減価償却費などが計上される中、経費縮減等

に取り組み、費用の増加を必要最小限にとどめることができたところであります。診療体

制整備につきましては、人工心肺装置、全身用エックス線コンピューター断層撮影装置な

ど医療機器整備や感染管理システム等の医療情報システムの更新、また院内の空調設備や

電気設備等を一元管理するための中央監視システムの更新を行い、中空知医療圏の基幹病

院としての役割を果たすよう努めてまいりました。

初めに、患者数でありますが、入院患者は１０万７，１７４人で前年に比べ６，８９８

人の減となり、外来患者数についても２２万８，３３６人で前年に比べ１，９１５人の減

となりました。

次に、収益的収支でありますが、消費税抜きで申し上げますと、収益的収入は１３６億
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９，９６０万４，１６６円で、前年より４億５，６０３万６，３５５円の減、収益的支出

は１５３億７，８３４万９，３３３円で、前年より４億３，１７０万７，０９６円の増と

なり、収支差引き１６億７，８７４万５，１６７円の純損失となりました。

次に、資本的収支でありますが、消費税抜きで申し上げますと、資本的収入は１０億７，

８１９万９，７１６円で、内訳は建設改良に充てる企業債５億６，９００万円、投資償還

金１，１１４万３，０００円、道補助金６，６００万円、一般会計出資金３億８，０９３

万４，０００円、寄附金５，１１２万２，７１６円であります。資本的支出は１５億７，

６５８万２９０円で、内訳は院舎改修費５，３７７万２，７８０円、資産購入費６億５，

３４６万７９７円、企業債償還金８億４，２３７万６，７１３円、投資２，６９７万円で

あります。なお、企業債未償還残高は１１３億７，０９６万７，１１５円となっておりま

す。

２８ページを御覧いただきたいと存じます。経営の実態を端的に示す経営指標に関する

報告としまして、経常収支比率、修正医業収支比率等の５年間の推移を表したものを記載

しております。

また、２９ページから３９ページまでは関連資料となっておりますので、ご高覧いただ

きたく存じます。

最後に、決算書に記載はございませんが、令和５年度の決算を踏まえた当院の経営につ

いて少しご説明をさせていただきます。当院は、令和４年度、令和５年度の２年連続で医

業収益の減少、特に入院収益の大幅な落ち込みにより収支が悪化し、令和５年度の資金期

末残高が９億円まで減少しました。このような状況から、これまでのいわゆる収益重視か

ら利益重視への支出構造の見直しが必要であり、増患、集患対策に加え、医療材料や電気

使用料の縮減など、利益確保に向け、全職員が一丸となって取組を進めてきたところであ

ります。中空知医療圏の人口減少スピードは加速化しておりますが、地域の基幹病院とし

て責務を果たすとともに、安定した病院経営に向け努力することを申し上げ、令和５年度

決算の認定についてご提案いたしますので、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上

げます。

〇議長 多比良和伸君 以上で各議案の提案説明を終わります。

続いて、監査委員から監査意見の開陳を求めます。

監査委員。

〇監査委員 中村一久君 （登壇） それでは、私から地方自治法第２３３条第２項、同

法第２４１条第５項及び地方公営企業法第３０条第２項の規定により審査に付された令和

５年度一般会計、特別会計及び公営企業会計決算並びに基金運用状況の審査概要について

ご報告を申し上げます。

最初に、一般会計、特別会計の審査意見書の１ページをお開きいただきたいと存じます。

決算審査は砂川市監査基準に基づき行われ、実施内容は提出された各会計の決算書並びに
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決算附属書類並びに基金運用状況調書に基づき、計数の正確性、適法性、予算執行の適否

等を主眼として審査を行った結果、決算書及び附属書類は関係法令に基づいて作成され、

計数は正確で適切に処理されており、財産の管理状況も適正に行われていることを認めた

ところでございます。

続きまして、２ページの総括決算概要を申し上げますと、一般会計で歳入総額１５８億

６，５０２万８，３９９円に対し、歳出総額１５０億９，５０２万４，３７０円で、歳入

歳出差引き７億７，０００万４，０２９円の剰余金を生じた決算となっているところでご

ざいます。

続きまして、特別会計では、４１ページ、国民健康保険特別会計で１，５１４万３，０

６２円、５２ページ、後期高齢者医療特別会計で４万５，６００円の剰余金を生じた決算

となっているところでございます。次に、５０ページに戻りまして、介護保険特別会計で

は歳入歳出差引き４，４４６万８，０８８円のうち、国庫負担金等の過交付分３，４３８

万４，８６７円、保険料の還付未済等分１６万５，０００円を除いた９９１万８，２２１

円を介護給付費準備基金に積み立てる決算となっております。

次に、公営企業会計の決算審査意見書をお開きいただきたいと存じます。砂川市公営企

業会計につきましても同じく砂川市監査基準に基づき、決算審査を実施したところでござ

います。最初に、下水道事業会計では、４ページの３、経営状況についてであり、令和５

年度は事業収益、税抜き７億２，４１４万１，５８８円に対し、事業費用は税抜き５億１，

４５４万６，７２９円であり、収支差引き２億９５９万４，８５９円の純利益となってお

ります。次に、病院事業会計では、１４ページの３、経営状況についてで、令和５年度は

事業収益、税抜き１３６億９，９６０万４，１６６円に対し、事業費用は税抜き１５３億

７，８３４万９，３３３円であり、収支差引き１６億７，８７４万５，１６７円の純損失

となっております。純損失となった要因でありますが、医業収益の補助金が減少したこと

に加え、医業費用の給与費及び材料費が増加したことによるものであります。

一般会計及び特別会計には、住民目線に立ち、効率的な行政運営と適正かつ健全な財政

運営がなされることを望むものであり、公営企業には、企業としての経済性を発揮すると

ともに、その本来の目的である公共の福祉を増進するため、健全な経営に対する特段の努

力を期待するものであり、特に病院事業会計では中空知圏域における中核的医療を担う役

割がある中、資金期末残高の減少が続いていることから、より一層安定した病院経営に向

けた努力を期待し、報告とするものであります。

〇議長 多比良和伸君 これより各議案に対する総括質疑を行います。

初めに、議案第９号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

高田浩子議員。

〇高田浩子議員 （登壇） 皆さん、こんにちは。それでは、総括質疑をさせていただき
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ます。

令和５年度砂川市一般会計決算について総括質疑をさせていただきます。まず、令和５

年度、市長は市政執行方針におきまして初めに子育ての充実ということをおっしゃってお

られました。その中で特に子育てしやすい環境づくりに取り組むということでお話をされ

ておりましたけれども、このたび５年度の決算を迎えるに当たって、整備されたと考えて

いるのかについてまず伺いたいと思います。

１回目の質問とさせていただきます。

〇議長 多比良和伸君 保健福祉部長。

〇保健福祉部長 安田 貢君 （登壇） 令和５年度において子育てをしやすい環境の整

備が整っていたかということについての市の見解についてご答弁申し上げます。

市では、近年における急速な少子化の進行を踏まえ、お子さんの出産、子育てを望んで

いる方にとってその希望をより実現しやすい地域社会を目指し、昨年度から子育てをする

なら砂川でと市内外の方にイメージしていただけるようなまちづくりを積極的に進めてい

るところであります。子育てをしやすい環境づくりに向けた昨年度の新たな取組といたし

ましては、まず子供の医療費について従前の乳幼児等医療費助成事業から子ども医療費助

成事業に見直しを図り、これまで所得制限で対象外となっていた未就学児、小学生につい

ても昨年８月から無料化を導入し、中学、高校生等のお子さんも医療費を無料とする条例

改正を行ったことで今年度から適用しているものであります。子育て世帯に対する経済的

負担の軽減については、学校給食費についても昨年８月から市内小中学校における無償化

を導入することで、年間ベースでは児童生徒１人当たり約５万３，０００円から６万５，

０００円の負担軽減につながっております。

保育所及び小中学校においては、ＩＣＴシステムを導入、稼働することで保護者と保育

所、学校間における相互の連絡や情報共有がより確実で迅速に可能となる体制を構築した

ところであります。母子保健については３歳児健診で使用する視覚検査機器を購入し、弱

視を早期に発見できる環境を整えたところであり、ふれあいセンターにおける施設整備で

はインターネット環境の導入によって乳幼児健診等における情報取得やアンケート回答な

ど利便性の向上を図っております。冷房設備の設置については、これまで道内に先駆け、

学校や保育施設、子ども通園センター等に設置しており、ふれあいセンターについても工

事を実施したことで今年度からは夏場も快適な環境の下、各種保健事業を実施しておりま

す。また、出産を望まれ、不妊治療を受けている方には、医療保険が適用される特定不妊

治療と併用して先進不妊治療を受けている場合、治療費等の助成制度を導入したところで

あります。

昨年度に新たに取り組んだ施策の効果として、妊娠、出産から子育て期に及ぶ経済的な

負担を軽減するとともに、親子が共により安全で快適な環境の下、安心して子育てができ

る環境の整備が着実に進捗したものと捉えており、本年３月に実施いたしました第３期砂
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川市子ども・子育て支援事業計画策定に向けた未就学児及び小学生の保護者を対象とした

ニーズ調査の中でも、望ましい子育て支援施策に関する質問に対し、経済的な負担の軽減、

安心、安全な環境整備の両項目が約６割から８割の回答を得て上位を占めていることから

も、一定程度子育てしやすい環境整備が図られたものと考えているところでございます。

〇議長 多比良和伸君 高田浩子議員。

〇高田浩子議員 それでは、２回目の質問をさせていただきたいと思います。

今までお話にあったように、子育てするなら砂川ということで医療費拡充や給食費の無

償化、そしてＩＣＴ、母子保健、健康診断、ふれあいセンター等様々なことを行ってきて、

お話の中にありましたように、６割から８割が望んでいるというような回答もあった。安

心、安全な環境整備を望んでいるという回答もあったというお話でありました。実際に、

先ほどのお話の中にもありましたけれども、ふれあいセンターや小中学校、そして保育所

等のエアコン設置について、私はほかの地域から移住してきたわけですけれども、そのと

きに保育園の見学をしたときにエアコンは設置しておりませんでした。３歳未満児にとっ

ては、非常に年々気温が上がっている中でまだついていないのと思ったのが初めでござい

ました。そんな中で、５年度はいろいろなことに取り組んできたということが分かりまし

た。お話の中で保育所、学校なのですけれども、ＩＣＴ、コドモンのことかなとは思うわ

けなのですけれども、新たに取り組まれて、今の保護者世代は私から見ると随分若返って

おりますので、非常に活用しやすいというような声も伺っているわけなのですけれども、

まず活用の成果について伺いたいと思います。

〇議長 多比良和伸君 保健福祉部長。

〇保健福祉部長 安田 貢君 ＩＣＴシステムの導入に係る成果という点でございますが、

まず保育所の事例で申しますと、保護者の方からお子さんの欠席連絡等が２４時間、保育

所の開所時間にかかわらず可能になった。また、保育所からは、通常的なお知らせとして

は例えば行事の予定ですとか、給食の献立、さらには毎月お子さんの身長、体重を計測し

ていますが、その結果など情報提供ができるようになってございます。このように双方向

による情報伝達という形での構築を図っているとともに、お子さんが朝登園される、夕方

降園される。その登降園に関しての管理もこのＩＣＴシステムによって行うことにより、

保育所としてお子さんの今の状況が電子的に管理できるようになった。さらに、保育士の

業務で申しますと、月単位等で作成している指導計画、あるいは勤務交代のときの情報共

有なども含めてこのシステム導入によって非常に簡便化が図られたところでありまして、

保育に集中できる時間が増えるということで、保育所の運営全体に効果をもたらしている

ところでございます。

また、小中学校についてでありますが、学校から保護者の方への緊急時の連絡等は従前

からメールで可能でありましたが、逆の保護者の方からの学校側への連絡、これがこのシ

ステム導入により可能となり、双方の連携や連絡手段がより確立され、また中学校ではス
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クールバスの乗降車する際の確認手段として活用されているところでございます。

〇議長 多比良和伸君 高田浩子議員。

〇高田浩子議員 それでは、ただいま２回目の質問に対しての答弁がございました。２４

時間、保護者から伝えたいことを伝えられるとか、小中学校についてもお答えがあったわ

けなのですけれども、ただいま保育につきましては全国的に保育士が足りないという、い

ろいろな観点からいろいろな事故が起こっております。そういったところで、保育所の仕

事がスムーズにいっているというところでは子供たちにとって本当に安全、安心な環境に

なる一つの要因ではないかと思うわけなのです。

それで、コドモンの中には、まだ始められてそれほどたっておりませんので、ある程度

の大枠はされたかと思うのですけれども、例えば毎日の給食の写真を撮って載せるとか、

それは一番簡単なことで、保護者の方もよく見えるというところで、行事の写真を載せる、

それからお休みの子供たちにも保育の様子を見せてあげる等、いろいろな場所ではコロナ

禍に様々なことが行われておりましたので、今後この活用について皆さんが活用できるよ

うになったら、一つ一つ新たな項目も増やしていっていただきたいと思います。そして、

今後子育てするなら砂川ということで、子供たち、そして保護者の皆さん、住民の皆さん

が安心、安全に暮らしていけるよう、今後いろいろなところを調査して、見極めて取り組

んでいっていただきたいと思います。

以上です。

〇議長 多比良和伸君 他にご発言ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第９号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１０号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１０号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１１号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１１号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１２号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１２号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１３号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１３号の総括質疑を終わります。

続いて、議案第１４号の総括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで議案第１４号の総括質疑を終わります。

以上で各議案に対する総括質疑を終わります。

お諮りします。

ただいま議題となっております６議案は、１１名をもって構成する決算審査特別委員会

を設置し、これに付託して閉会中継続審査を行うことにしたいと思います。このことにご

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、そのように決定しました。

ただいま設置されました決算審査特別委員会委員の選任については、砂川市議会委員会

条例第８条の規定に基づき、議長が指名します。

決算審査特別委員会委員に石田健太議員、伊藤俊喜議員、小黒弘議員、是枝貴裕議員、

沢田広志議員、鈴木伸之議員、高田浩子議員、武田真議員、辻勲議員、水島美喜子議員、

山下克己議員、以上のとおり指名します。

◎日程第４ 報告第１号 令和５年度砂川市健全化判断比率の報告について

〇議長 多比良和伸君 日程第４、報告第１号 令和５年度砂川市健全化判断比率の報告

についてを議題とします。

提出者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 板垣喬博君 （登壇） 報告第１号 令和５年度砂川市健全化判断比率の報

告についてご説明申し上げます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、令和５年度健

全化判断比率を監査委員の意見をつけて報告をするものであります。

令和５年度の各健全化判断比率でありますが、①の実質赤字比率は、一般会計等の実質

赤字額の標準財政規模に対する比率でありますが、黒字となっておりますので、比率はな

しであり、前年度と同様となっております。②の連結実質赤字比率は、全会計を対象とし

た実質赤字、資金不足額の標準財政規模に対する比率でありますが、黒字となっておりま

すので、比率はなしであり、前年度と同様となっております。③の実質公債費比率は、一

般会計等が負担する元利償還金、準元利償還金の標準財政規模に対する比率でありますが、

６．２％となっております。前年度より０．７ポイントの増となったところであります。
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④の将来負担比率は、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する

比率でありますが、３３．６％となっております。前年度より１４．５ポイントの減とな

ったところであります。各健全化判断比率につきましては、表の右の欄に記載の早期健全

化基準を下回っているものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

以上で報告第１号を終わります。

◎日程第５ 報告第２号 令和５年度砂川市下水道事業の資金不足比率の報告に

ついて

報告第３号 令和５年度砂川市病院事業の資金不足比率の報告につ

いて

〇議長 多比良和伸君 日程第５、報告第２号 令和５年度砂川市下水道事業の資金不足

比率の報告について、報告第３号 令和５年度砂川市病院事業の資金不足比率の報告につ

いての２件を一括議題とします。

提出者の説明を求めます。

建設部長。

〇建設部長 斉藤隆史君 （登壇） 報告第２号 令和５年度砂川市下水道事業の資金不

足比率の報告についてご説明申し上げます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき、令和５年度

砂川市下水道事業の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委

員の審査に付し、別紙のとおり審査意見書が提出されましたので、資金不足比率について

報告するものであります。

令和５年度砂川市下水道事業会計の決算では資金不足比率は発生しないものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 （登壇） 報告第３号 令和５年度砂川市病院事業の資金

不足比率の報告についてご説明を申し上げます。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき、令和５年度

砂川市病院事業の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類を監査委員

の審査に付し、別紙のとおり審査意見書が提出されましたので、資金不足比率について報

告するものであります。
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令和５年度病院事業会計の決算では資金不足額が生じないため、資金不足比率は発生し

ないものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 多比良和伸君 これより報告第２号及び第３号の一括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

以上で報告第２号及び第３号を終わります。

◎日程第６ 報告第４号 監査報告

報告第５号 例月出納検査報告

〇議長 多比良和伸君 日程第６、報告第４号 監査報告、報告第５号 例月出納検査報

告の２件を一括議題とします。

監査報告及び例月出納検査報告は、文書で配付のとおりであります。

これより報告第４号及び第５号の一括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

以上で報告第４号及び第５号を終わります。

◎日程第７ 意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木

材産業施策の充実・強化を求める意見書について

意見案第２号 道教委「これからの高校づくりに関する指針（改定

版）」を見直しすべての子どもにゆたかな学びを保

障する高校教育を求める意見書について

意見案第３号 国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書

について

〇議長 多比良和伸君 日程第７、意見案第１号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森

林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書について、意見案第２号 道教委

「これからの高校づくりに関する指針（改定版）」を見直しすべての子どもにゆたかな学

びを保障する高校教育を求める意見書について、意見案第３号 国土強靱化に資する社会

資本整備等に関する意見書についての３件を一括議題とします。

提案者の説明を求めます。

〔「説明省略」と呼ぶ者あり〕

説明省略とのことでありますが、説明省略にご異議ありませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、説明を省略します。

これより意見案第１号から第３号に対する一括質疑に入ります。

質疑ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

これで質疑を終わります。

続いて、討論に入ります。

討論ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

討論なしと認め、これで討論を終わります。

これより意見案第１号から第３号を一括採決します。

本案を、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、本案は原案のとおり可決されました。

◎閉会宣告

〇議長 多比良和伸君 これで日程の全てを終了しました。

令和６年第３回砂川市議会定例会を閉会します。

閉会 午前１１時１２分
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。

令和６年９月１２日

砂川市議会議長

砂川市議会議員

砂川市議会議員


